
(57)【要約】

【課題】　内視鏡の挿入部に外嵌される挿入補助具のバ

ルーンを容易に交換できる挿入補助具を提供するもので

ある。

【解決手段】　内視鏡の挿入部に外嵌される可撓性のチ

ューブからなる挿入補助具本体と、チューブの外周にバ

ルーンを固定したチューブ部材とから構成され、硬質材

料からなる凹状の第１結合部材と凸状の第２結合部材と

の嵌合・離脱によって、挿入補助具本体の先端にチュー

ブ部材を着脱自在に取り付ける挿入補助具であって、前

記第１結合部材に形成した係合孔と第２結合部材に形成

した係合ピンとの係合によって、第１結合部材と第２結

合部材との嵌合状態の保持を図り、さらに前記係合孔と

係合ピンとの係合を解除することによって、嵌合状態の

第１結合部材と第２結合部材とを離脱する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 嵌 さ れ る 可 撓 性 の チ ュ ー ブ （ １ Ａ ） か ら な る 挿 入 補 助 具 本 体 （ １ ０ ）
と 、 チ ュ ー ブ （ １ Ｂ ） の 外 周 に バ ル ー ン （ ２ ） を 固 定 し た チ ュ ー ブ 部 材 （ ２ ０ ） と か ら 構
成 さ れ 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） と 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） と
の 嵌 合 ・ 離 脱 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 （ １ ０ ） の 先 端 に チ ュ ー ブ 部 材 （ ２ ０ ） を 着 脱 自
在 に 取 り 付 け る 挿 入 補 助 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） に 形 成 し た 係 合 孔 （ ５ ） と 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） に 形 成 し た
係 合 ピ ン （ ７ ） と の 係 合 に よ っ て 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） と 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） と の 嵌 合
状 態 を 保 持 し 、
　 さ ら に 前 記 係 合 孔 （ ５ ） と 係 合 ピ ン （ ７ ） と の 係 合 を 解 除 す る こ と に よ っ て 、 嵌 合 状 態
の 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） と 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） と を 離 脱 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用
挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
金 属 材 料 か ら な る 結 合 部 材 （ ４ １ ， ６ １ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 用 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ３ 】
挿 入 補 助 具 本 体 （ １ ０ ） に 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） を 設 け る と と も に 、 チ ュ ー ブ 部 材
（ ２ ０ ） に 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） を 設 け 、 少 な く と も １ 組 の 係 合 孔 （ ５ ） と 係 合 ピ
ン （ ７ ） と の 係 合 に よ っ て 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ） と 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ） と の 嵌 合
状 態 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ４ 】
硬 質 材 料 か ら な る 結 合 部 材 （ ４ ３ ， ６ ３ ） に 送 気 孔 と 連 通 す る 貫 通 孔 （ ８ Ａ ， ８ Ｂ ） を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ５ 】
送 気 孔 （ ３ Ａ ， ３ Ｂ ） の 連 結 部 分 に 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ （ ８ ） を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 腸 、 小 腸 等 に 内 視 鏡 を 挿 通 す る と き に 利 用 す る 挿 入 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 腸 や 小 腸 等 へ の 内 視 鏡 の 挿 入 操 作 を 容 易 に す る た め に 挿 入 補 助 具 の 利 用 が 知 ら れ て い
る （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
　 図 １ ０ は 内 視 鏡 と と も に 使 用 さ れ る 挿 入 補 助 具 を 示 す も の で あ っ て 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に
外 嵌 さ れ る 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ ０ １ か ら な る シ ー ス 部 と 、 そ の 先 端 部 の チ ュ ー ブ 外 周 に 取
り 付 け ら れ 膨 張 ・ 収 縮 自 在 の バ ル ー ン １ ０ ２ と 、 こ の バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 送 気 手 段 １ ０
３ と を 備 え て い る 。
　 前 記 バ ル ー ン １ ０ ２ は 腸 内 の 内 壁 を 傷 つ け な い よ う に 、 ラ テ ッ ク ス な ど の 柔 ら か な 樹 脂
素 材 か ら な る が 、 こ の ラ テ ッ ク ス な ど の 樹 脂 素 材 か ら な る バ ル ー ン は 耐 久 性 が な く 、 洗 浄
す る の も 困 難 で あ る 。 そ の た め バ ル ー ン の 交 換 を 可 能 と し 、 先 端 部 に バ ル ー ン を 着 脱 自 在
に 取 り 付 け る こ と が で き る 挿 入 補 助 具 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 先 端 部 の チ ュ ー ブ 外 周 の 前 後 ２ 箇 所 に 円 周 溝 を 形 成 す る と と も に 、 バ ル ー ン の
両 端 に 前 記 円 周 溝 に 係 脱 自 在 な 環 状 リ ン グ を 一 体 に 形 成 し 、 前 記 環 状 リ ン グ を 円 周 溝 に 嵌
合 す る こ と に よ っ て バ ル ー ン を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 方 法 や （ 特 許 文 献 ２ を 参 照 ） 、 内 視
鏡 の 挿 入 部 に 外 嵌 さ れ る 可 撓 性 の チ ュ ー ブ か ら な る 挿 入 補 助 具 本 体 の 先 端 に 、 チ ュ ー ブ 外
周 に バ ル ー ン を 固 定 し て あ る チ ュ ー ブ 部 材 を 嵌 合 す る こ と に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 の 先 端 に
バ ル ー ン を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 方 法 が あ る （ 特 許 文 献 ３ を 参 照 ） 。 そ し て 上 述 の 挿 入 補
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助 具 本 体 と チ ュ ー ブ 部 材 と を 嵌 合 す る 方 法 で は 、 挿 入 補 助 具 本 体 の 先 端 と 前 記 チ ュ ー ブ 部
材 と の 双 方 に 螺 子 部 を 持 つ 結 合 部 材 を 設 け 、 こ れ ら 結 合 部 材 を 螺 子 止 め （ 螺 子 結 合 ） す る
こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ５ － ３ ９ ６ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ９ ２ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 チ ュ ー ブ 外 周 に 形 成 し た 円 周 溝 に バ ル ー ン の リ ン グ を 嵌 合 す る こ と に よ
っ て バ ル ー ン を 取 り 付 け る 挿 入 補 助 具 で は 、 バ ル ー ン の 着 脱 が 困 難 で あ り 、 着 脱 の 容 易 性
が 望 ま れ て い た 。
　 ま た 、 リ ン グ 止 め や 螺 子 止 め 等 に よ っ て バ ル ー ン を 取 り 付 け た 場 合 、 使 用 時 に バ ル ー ン
が 外 れ て し ま う 虞 が あ っ た 。 挿 入 補 助 具 を 腸 内 に 挿 入 し て 使 用 す る と き 、 腸 壁 に よ る チ ュ
ー ブ へ の 押 圧 や 、 チ ュ ー ブ の 捩 れ な ど の 動 き を 伴 う 。 そ し て 、 こ の チ ュ ー ブ に か か る 押 圧
や チ ュ ー ブ の 動 き （ 捩 れ な ど ） に よ っ て 、 取 り 付 け た バ ル ー ン が 外 れ る 虞 が あ っ た 。
　 例 え ば 、 バ ル ー ン を 備 え る チ ュ ー ブ 部 材 を 挿 入 補 助 具 本 体 の 先 端 に 螺 子 止 め し て 嵌 合 し
た 挿 入 補 助 具 で は 、 チ ュ ー ブ の 捩 れ な ど の 動 き に よ っ て 螺 子 止 め し た チ ュ ー ブ 部 材 が 外 れ
て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 大 腸 や 小 腸 な ど に 挿 入 し て 利 用 す る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 に お い て 、 バ
ル ー ン の 装 着 が 容 易 で あ り 、 か つ チ ュ ー ブ の 捩 れ な ど の 動 き に よ っ て バ ル ー ン が 外 れ る こ
と が な い 挿 入 補 助 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 嵌 さ れ る 可 撓 性 の チ ュ ー ブ か ら な る 挿 入 補 助 具 本 体 と
、 チ ュ ー ブ の 外 周 に バ ル ー ン を 固 定 し た チ ュ ー ブ 部 材 と か ら 構 成 さ れ 、 硬 質 材 料 か ら な る
凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 と 、 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 と の 嵌 合 ・ 離 脱 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 の
先 端 に チ ュ ー ブ 部 材 を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 挿 入 補 助 具 で あ っ て 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 に 形
成 し た 係 合 孔 と 、 第 ２ 結 合 部 材 に 形 成 し た 係 合 ピ ン と の 係 合 に よ っ て 、 第 １ 結 合 部 材 と 第
２ 結 合 部 材 と の 嵌 合 状 態 を 保 持 し 、 さ ら に 前 記 係 合 孔 と 係 合 ピ ン と の 係 合 を 解 除 す る こ と
に よ っ て 、 嵌 合 状 態 の 第 １ 結 合 部 材 と 第 ２ 結 合 部 材 と を 離 脱 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 に よ れ ば 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 と 凸
状 の 第 ２ 結 合 部 材 と の 嵌 合 ・ 離 脱 に よ っ て 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ か ら な る 挿 入 補 助 具 本 体 の
チ ュ ー ブ 先 端 に 、 チ ュ ー ブ の 外 周 に バ ル ー ン を 固 定 し た チ ュ ー ブ 部 材 を 着 脱 自 在 に 取 り 付
け る こ と が で き 、 さ ら に 係 合 孔 と 係 合 ピ ン と の 係 合 に よ っ て 前 記 各 結 合 部 材 に よ る 嵌 合 状
態 が 保 持 （ 維 持 ） さ れ る た め 、 挿 入 補 助 具 の 使 用 時 に バ ル ー ン が 外 れ る 虞 が な い 。 ま た 前
記 係 合 孔 と 係 合 ピ ン と の 係 合 状 態 を 解 除 す る 治 具 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 嵌 合 状 態 の 各
結 合 部 材 を 離 脱 し 、 容 易 に バ ル ー ン を 取 り 外 す こ と が で き る 。
　 さ ら に 金 属 材 料 か ら な る 結 合 部 材 を 設 け た 場 合 、 Ｘ 線 透 視 下 に よ る 挿 入 補 助 具 の 使 用 の
際 に 前 記 結 合 部 材 が マ ー カ の 役 割 を 果 た し 、 体 内 で の 挿 入 補 助 具 の 先 端 位 置 を 確 認 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 に つ い て 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 こ の 発 明 に よ る 挿 入 補 助 具 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 嵌 さ れ る 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ａ か ら
な る 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と 、 チ ュ ー ブ １ Ｂ の 外 周 に バ ル ー ン ２ を 固 定 し た チ ュ ー ブ 部 材 ２
０ と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と に 設 け た 硬 質 材 料 か ら
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な る 各 結 合 部 材 ４ １ ， ６ １ （ ま た は 図 ４ の 符 号 ４ ２ ， ６ ２ 、 ま た は 図 ５ 及 び 図 ６ の 符 号 ４
３ ， ６ ３ ， ま た は 図 ７ の 符 号 ４ ４ ， ６ ４ 、 ま た は 図 ８ の 符 号 ４ ５ ， ６ ５ ） を 嵌 合 す る こ と
に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 に バ ル ー ン ２ を 備 え る チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ を 取 り 付 け
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 、 図 １ ～ ３ を 参 照 し て 説 明 す
る 。
　 図 １ は 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と が 離 脱 し た 状 態 を 示 し 、 図 ３ は 、 挿
入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と が 嵌 合 （ 連 結 ） し た 状 態 を 示 す 。 ま た 図 ２ の 断 面
図 は 、 図 １ に 示 す 挿 入 補 助 具 の 各 結 合 部 材 を 示 す も の で あ る 。
　 図 １ （ ａ ） の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 で は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ａ か ら な る 挿
入 補 助 具 本 体 １ ０ の チ ュ ー ブ 先 端 に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 ４ １ を 設 け る
と と も に 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ｂ か ら な る チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凸 状 の
第 ２ 結 合 部 材 ６ １ を 設 け た 。
　 な お 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の チ ュ ー ブ １ Ｂ の 外 周 に は ラ テ ッ ク ス な ど の 柔 ら か い 樹 脂 材
料 か ら な る バ ル ー ン ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 各 チ ュ ー ブ １ Ａ ， １ Ｂ の 連 結 部 分 （ チ ュ ー ブ 断 面 ） に 設 け た 第 １ 結 合 部
材 ４ １ 及 び 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ の 平 面 図 で あ る 。
　 各 結 合 部 材 ４ １ ， ６ １ は チ ュ ー ブ 断 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ に は 環 状
溝 型 （ 凹 状 ） の 第 １ 結 合 部 材 ４ １ が 形 成 さ れ 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に は 環 状 突 起 型 （ 凸 状 ）
の 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の チ ュ ー ブ １ Ａ の 連 結
部 分 （ チ ュ ー ブ 断 面 ） に 金 属 な ど の 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 ４ １ を 形 成 す る
と と も に 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の チ ュ ー ブ １ Ｂ の 連 結 部 分 （ チ ュ ー ブ 断 面 ） に 金 属 な ど の 硬
質 材 料 か ら な る 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ の 周 面 の 少 な く と も １ 箇 所 に 係 合 ピ ン 取 付 孔 ７ Ｃ を 形 成 し 、 こ
の 係 合 ピ ン 取 付 孔 ７ Ｃ に 係 合 ピ ン ７ を 固 定 す る と と も に 、 前 記 係 合 ピ ン ７ が 係 合 す る 係 合
孔 ５ を 第 １ 結 合 部 材 ４ １ に 形 成 し た （ 図 ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 環 状 突 起 型 （ 凸 状 ） の 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ に は 、 バ ル ー ン ２ へ の 送 気
手 段 で あ る 送 気 孔 ３ Ｂ の 配 設 位 置 と 反 対 側 の 外 周 面 に 係 合 ピ ン 取 付 孔 ７ Ｃ を 形 成 し 、 こ の
取 付 孔 ７ Ｃ に 、 バ ネ や ゴ ム や ス ポ ン ジ な ど の 弾 性 体 か ら な る 収 縮 部 ７ Ｂ と 硬 質 材 料 か ら な
る 硬 性 部 ７ Ａ と か ら 構 成 さ れ る 係 合 ピ ン ７ を 固 定 し た 。
　 ま た 前 記 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ を 嵌 合 す る 環 状 溝 型 （ 凹 状 ） の 第 １ 結 合 部 材 ４ １ に は 、 送 気
孔 ３ Ａ の 配 設 位 置 と 反 対 側 の 外 周 面 （ チ ュ ー ブ １ Ａ の 外 周 壁 １ ａ と 第 １ 結 合 部 材 ４ １ の 外
周 壁 ４ ａ ） を 貫 通 す る 係 合 孔 ５ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 通 常 は 、 前 記 係 合 ピ ン ７ の 硬 性 部 ７ Ａ が 係 合 ピ ン 取 付 孔 ７ Ｃ 内 か ら 上 方 に 突 出 し 、 第 ２
結 合 部 材 ６ １ の 外 周 面 に は 前 記 係 合 ピ ン ７ （ 硬 性 部 ７ Ａ ） に よ る 突 起 が 形 成 さ れ る 。
　 そ し て 前 記 係 合 ピ ン ７ の 伸 縮 部 ７ Ｂ を 圧 縮 さ せ て 係 合 ピ ン ７ を 押 下 げ 、 凹 状 の 第 １ 結 合
部 材 ４ １ と 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と を 嵌 合 す る と と も に 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 ４ １ の 係 合
孔 ５ に お い て 伸 縮 部 ７ Ｂ の 圧 縮 状 態 を 解 放 し 、 係 合 ピ ン ７ を 再 び 上 方 に 突 出 さ せ る 。
　 つ ま り 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と を 嵌 合 す る と 同 時 に 、 前 記 第 １ 結 合 部 材
６ １ の 係 合 孔 ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ の 係 合 孔 ピ ン ７ と を 係 合 し 、 前 記 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン
７ と の 係 合 に よ っ て 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 。 （ 図
３ を 参 照 ）
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 さ ら に こ の 実 施 例 で は 、 バ ル ー ン ２ へ の 送 気 手 段 の 確 保 を 図 る た め 、 挿 入 補 助 具 本 体 １
０ の 送 気 孔 ３ Ａ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ と を 連 結 す る た め の 連 結 パ イ プ ８ を 設 け
た 。
　 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ ８ の 一 端 を チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の 送 気
孔 ３ Ｂ に 予 め 挿 入 し て お く と と も に 、 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と を 嵌 合 す る
と き に 、 前 記 連 結 パ イ プ ８ の 他 端 を 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ に 挿 入 す る こ と に よ
っ て 、 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ 同 士 の 連 結 （ 送 気 手 段 の 確 保 ） を 図 り 、 さ ら に 前 記 送 気 孔 ３ Ａ ，
３ Ｂ へ の 連 結 パ イ プ ８ の 挿 入 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と の 回 転 ズ レ
を 防 止 し 、 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と の 嵌 合 状 態 の 保 持 を 図 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ま り 第 １ 実 施 例 の 挿 入 補 助 具 で は 、 硬 質 材 料 か ら な る 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部
材 ６ １ と の 嵌 合 ・ 離 脱 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 に バ ル ー ン ２ を 備 え る チ ュ ー
ブ 部 材 ２ ０ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る に あ た っ て 、 第 １ 結 合 部 材 ４ １ の 係 合 孔 ５ と 第 ２ 結 合
部 材 ６ １ の 係 合 ピ ン ７ と の 係 合 と 、 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ ８ の 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ へ
の 挿 入 と に よ っ て 、 第 １ 結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し て 説
明 す る 。
　 図 ４ に 示 す 第 ２ 実 施 例 は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 係 合 孔 ５ を 備 え る 第 １ 結 合 部 材 ４ ２ を
挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ に 設 け 、 係 合 ピ ン ７ を 備 え る 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ を チ ュ ー ブ 本 体 ２ ０ に
設 け た も の で あ っ て 、 さ ら に 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ ８ １ を 前 記 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ の
側 方 に 一 体 に 形 成 し た も の を 使 用 し た 。
　 な お 、 連 結 パ イ プ ８ １ を 一 体 に 形 成 し た 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ を チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 設 け る
に あ た っ て 、 前 記 連 結 パ イ プ ８ １ と 送 気 孔 ３ Ｂ と が 連 通 す る よ う に 配 設 す る と と も に 、 第
２ 結 合 部 材 ６ ２ の 凸 部 と 平 行 な 結 パ イ プ ８ １ の 先 端 を チ ュ ー ブ 断 面 か ら 突 出 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 第 １ 結 合 部 材 ４ ２ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ と を 嵌 合 す る と き に 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ と
一 体 に 形 成 し た 連 結 パ イ プ ８ １ の 先 端 を 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ に 挿 入 す る こ と
に よ っ て 、 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ の 連 結 （ 送 気 手 段 の 確 保 ） を 図 る と と も に 、 前 記 連 結 パ イ プ
８ １ の 送 気 孔 ３ Ａ へ の 挿 入 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と の 回 転 ズ
レ を 防 止 し 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ２ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 し た 。
　 な お 連 結 パ イ プ ８ １ は 第 １ 嵌 合 部 材 ４ ２ と 一 体 に 形 成 し て も よ く 、 そ の 場 合 は 、 挿 入 補
助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ と 連 通 す る よ う に 配 設 し た 連 結 パ イ プ ８ １ の 先 端 を 、 チ ュ ー ブ
部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ま り 第 ２ 実 施 例 の 挿 入 補 助 具 も 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ に よ る
係 合 と 、 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ ８ １ の 送 気 孔 へ の 挿 入 と に よ っ て 、 第 １ 結 合 部 材 ４
２ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ２ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 例 で は 、 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ の 配 設 位 置 と 反 対 側 に 形 成 し た １ 組 の
係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ と の 係 合 に よ っ て 、 各 結 合 部 材 の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） す る よ う
に 構 成 し た が 、 複 数 組 の 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン ７ と の 係 合 に よ っ て 各 結 合 部 材 の 嵌 合 状 態 を
保 持 （ 維 持 ） す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
　 さ ら に 連 結 パ イ プ ８ ， ８ １ が 挿 入 さ れ る 送 気 孔 の 内 壁 に パ ッ キ ン を 設 け て （ 図 示 せ ず ）
、 送 気 孔 の 内 壁 と 連 結 パ イ プ ８ ， ８ １ と を 密 着 さ せ 、 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ の 連 結 部 分 の 気 密
性 が 向 上 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照
し て 説 明 す る 。
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　 図 ５ は 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と が 離 脱 し た 状 態 を 示 し 、 図 ６ は 、 挿
入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と が 嵌 合 （ 連 結 ） し た 状 態 を 示 す 。
　 図 ５ （ ａ ） の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 で は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ａ か ら な る 挿
入 補 助 具 本 体 １ ０ の チ ュ ー ブ 先 端 に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ を 設 け る
と と も に 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ｂ か ら な る チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凸 状 の
第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ を 設 け た 。
　 な お 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の チ ュ ー ブ １ Ｂ の 外 周 に は ラ テ ッ ク ス な ど の 柔 ら か い 樹 脂 材
料 か ら な る バ ル ー ン ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 実 施 例 で は 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ に 係 合 孔 ５ を 形 成 す る と と も に
、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ に 係 合 ピ ン ７ を 形 成 し 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ と
を 嵌 合 す る と き に 、 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン ７ と を 係 合 し 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ と 第 ２ 結 合 部 材
６ ３ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に こ の 実 施 例 で は 、 送 気 手 段 の 確 保 を 図 る た め 、 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ の 中 央 を
貫 通 さ せ て 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ と 連 通 す る 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ を 形 成 す る と と も
に 、 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ の 中 央 を 貫 通 さ せ て チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ と 連 通 す
る 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ｂ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ と を 嵌 合 す る と き 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ３ に 形
成 し た 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ｂ の 先 端 を 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ に 形 成 し た 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ａ に 一 致 さ せ
、 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ と 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ｂ と を 連 結 し 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ と チ ュ
ー ブ 部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ と を 連 通 さ せ た 。 （ 図 ６ を 参 照 ）
　 つ ま り こ の 実 施 例 で は 、 硬 質 材 料 か ら な る 結 合 部 材 ４ ３ ， ６ ３ の 嵌 合 に よ っ て 各 貫 通 孔
８ Ａ ， ８ Ｂ を 連 結 し 、 第 １ 実 施 例 に よ る 連 結 パ イ プ ８ の 役 割 と 同 様 に 送 気 手 段 の 確 保 を 図
っ た 。
　 な お こ の 実 施 例 で は 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ３ の 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ の 開 口 周 囲 に パ ッ キ ン ９ １ を
設 け 、 前 記 パ ッ キ ン ９ １ の 介 在 に よ っ て 、 貫 通 孔 ８ Ａ ， ８ Ｂ 同 士 の 連 結 部 分 の 気 密 性 を 向
上 さ せ て 送 気 手 段 を 確 保 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説
明 す る 。
　 図 ７ に 示 す 第 ４ 実 施 例 は 、 第 ３ 実 施 例 と 同 様 に 、 係 合 孔 ５ と 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ と を 備 え る
第 １ 結 合 部 材 ４ ４ を 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ に 設 け 、 係 合 ピ ン ７ と 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ｂ を 備 え る 第
２ 結 合 部 材 ６ ４ を チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 設 け た も の で あ っ て 、 さ ら に 前 記 第 ２ 結 合 部 材 ６ ４
の 中 央 に 連 結 パ イ プ ８ ２ を 一 体 に 形 成 し た も の を 使 用 し た 。 す な わ ち 硬 質 材 料 か ら な る 連
結 パ イ プ ８ ２ を 、 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ に 連 通 す る 第 ２ 貫 通 孔 ８ Ｂ に 取 り 付 け た
第 ２ 結 合 部 材 ６ ４ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 第 １ 結 合 部 材 ４ ４ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ４ と を 嵌 合 す る と き に 、 第 ２ 結 合 部 材 ６ ４ と
一 体 に 形 成 し た 連 結 パ イ プ ８ ２ の 先 端 を 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ４ の 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ に 挿 入 す る
こ と に よ っ て 送 気 手 段 の 確 保 を 図 り 、 さ ら に 前 記 連 結 パ イ プ ８ ２ の 貫 通 孔 ８ Ａ へ の 挿 入 に
よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ と チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ と の 回 転 ズ レ を 防 止 し 、 第 １ 結 合 部 材 ４
４ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ４ と の 嵌 合 状 態 を 保 持 し た 。
　 な お こ の 実 施 例 で は 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ４ の 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ の 内 壁 面 に パ ッ キ ン ９ ２ を 設
け 、 前 記 パ ッ キ ン ９ ２ に よ っ て 第 １ 貫 通 孔 ８ Ａ と 連 結 パ イ プ ８ ２ と を 密 着 さ せ 、 連 結 部 分
の 気 密 性 を 向 上 さ せ て 送 気 手 段 を 確 保 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 続 い て 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ５ 実 施 例 に つ い て 、 図 ８ を 参 照 し て 説
明 す る 。
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　 図 ８ （ ａ ） の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 で は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ａ か ら な る 挿
入 補 助 具 本 体 １ ０ の チ ュ ー ブ 先 端 に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 ４ ５ を 設 け る
と と も に 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ ｂ か ら な る チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凸 状 の
第 ２ 結 合 部 材 ６ ５ を 設 け た 。
　 な お 前 記 チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の チ ュ ー ブ １ Ｂ の 外 周 に は ラ テ ッ ク ス な ど の 柔 ら か い 樹 脂 材
料 か ら な る バ ル ー ン ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ５ に 係 合 孔 ５ を 形 成 す る と と も に 、 第 ２ 結 合
部 材 ６ ５ に 係 合 ピ ン ７ を 形 成 し 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 ４ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ ５ と を 嵌 合 し た
と き に 、 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン ７ と を 係 合 し 、 各 結 合 部 材 の 嵌 合 状 態 を 保 持 す る 。
　 そ し て こ の 実 施 例 で は 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ５ に 複 数 の 係 合 孔 ５ を 形 成 す る と と も に 、 第 ２
結 合 部 材 ６ ５ に 複 数 の 係 合 ピ ン ７ を 形 成 し 、 複 数 組 の 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン ７ と の 係 合 に よ
っ て 各 結 合 部 材 の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） し た 。
　 す な わ ち 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ の 配 設 位 置 に 対 し て ９ ０ 度 の 位 置
に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ と の 係 合 （ ２ 組 ） に よ っ て 、 各 結 合 部 材 の 嵌
合 状 態 の 保 持 （ 維 持 ） を 図 っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 で は 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 送 気 孔 ３ Ａ と チ ュ ー ブ
部 材 ２ ０ の 送 気 孔 ３ Ｂ と を 連 結 す る 連 結 パ イ プ ８ を 設 け 、 第 １ 結 合 部 材 ４ ５ と 第 ２ 結 合 部
材 ６ ５ と を 嵌 合 す る と き に 、 硬 質 材 料 か ら な る 連 結 パ イ プ ８ を 各 送 気 孔 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 挿 入
す る こ と に よ っ て 送 気 手 段 の 確 保 を 図 っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ １ Ａ か
ら な る 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の チ ュ ー ブ 先 端 に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 （ ４
１ ～ ４ ５ ） を 設 け る と と も に 、 チ ュ ー ブ １ Ｂ の 外 周 に バ ル ー ン ２ を 固 定 し た チ ュ ー ブ 部 材
２ ０ に 、 硬 質 材 料 か ら な る 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ～ ６ ５ ） を 設 け 、 こ れ ら の 結 合 部 材
を 嵌 合 ・ 離 脱 す る こ と に よ っ て 挿 入 補 助 具 の 先 端 に バ ル ー ン ２ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 挿
入 補 助 具 で あ っ て 、 硬 質 材 料 か ら な る 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ～ ４ ５ ） と 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １
～ ６ ５ ） と に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 係 合 孔 ５ と 係 合 ピ ン ７ と を 係 合 す る こ と に よ っ て 、
各 結 合 部 材 の 嵌 合 状 態 を 保 持 （ 維 持 ） し 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ か ら チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ が 脱
落 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 各 結 合 部 材 を 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ や チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 設 け る に あ た っ て 、 係 合
ピ ン ７ を 備 え る 第 ２ 結 合 部 材 の 洗 浄 の 困 難 性 を 考 慮 し て 、 前 記 第 ２ 結 合 部 材 を 使 用 毎 に 交
換 で き る よ う に 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
　 す な わ ち 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ５ 実 施 例 に 示 す よ う に 、 凹 状 の 第 １ 結 合 部 材 （ ４ １ ～ ４
５ ） を 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ に 設 け 、 係 合 ピ ７ ン を 備 え る 凸 状 の 第 ２ 結 合 部 材 （ ６ １ ～ ６ ５
） を チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ に 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 結 合 部 材 （ ４ １ ～ ４ ５ ， ６ １ ～ ６ ５ ） や 連 結 パ イ プ （ ８ ， ８ １ ， ８ ２ ） を 形 成
す る た め の 硬 質 材 料 は 、 金 属 、 硬 質 樹 脂 材 料 な ど を 用 い る こ と が で き る 。
　 金 属 材 料 か ら な る 結 合 部 材 を 形 成 し た 場 合 、 前 記 挿 入 補 助 具 を 利 用 し 、 Ｘ 線 透 視 下 に て
体 内 に 内 視 鏡 を 体 内 に 挿 入 す る と き に 、 前 記 金 属 製 の 結 合 部 材 が マ ー カ の 役 割 を 果 た し 、
体 内 で の 挿 入 補 助 具 の 先 端 の 位 置 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 か ら チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ を 取 り 外 す 方 法 と 、 そ の と き に
使 用 す る 治 具 に つ い て 、 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ９ は 、 図 ３ に 示 す 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 か ら チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ を 取 り 外 す た め の
治 具 ３ ０ を 示 す も の で あ る 。
　 こ の 実 施 例 で は 、 開 閉 自 在 の リ ン グ の 内 側 に 突 起 ３ １ を 形 成 し た リ ン グ 型 治 具 ３ ０ を 使
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用 し 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 開 口 状 態 の リ ン グ 型 治 具 ３ ０ の 内 側 に 挿 入 補 助 具 を セ ッ ト
し た 後 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 リ ン グ 型 治 具 ３ ０ を 閉 口 し て 挿 入 補 助 具 に 外 嵌 す る
。 こ の と き 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 リ ン グ 内 側 の 突 起 ３ １ を 第 １ 結 合 部 材 ４ １ の 係 合 孔
５ に 挿 入 し 、 係 合 孔 ５ 内 に あ る 係 合 ピ ン ７ を 押 下 げ る 。
　 そ し て 前 記 突 起 ３ １ に よ る 係 合 ピ ン ７ の 押 下 げ に よ っ て 、 係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ と の 係
合 状 態 を 解 除 し 、 係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ と の 係 合 に よ っ て 嵌 合 状 態 が 保 持 さ れ て い る 第 １
結 合 部 材 ４ １ と 第 ２ 結 合 部 材 ６ １ の 嵌 合 を 解 き 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 か ら チ ュ ー ブ
部 材 ２ ０ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 は 、 硬 質 材 料 か ら な る 第 １ 及 び 第 ２ 結 合
部 材 の 嵌 合 ・ 離 脱 に よ っ て 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ の 先 端 に バ ル ー ン ２ を 取 り 付 け た チ ュ ー
ブ 部 材 ２ ０ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 挿 入 補 助 具 で あ っ て 、 係 合 ピ ン ７ と 係 合 孔 ５ と の 係 合
に よ っ て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 結 合 部 材 に よ る 嵌 合 状 態 を 保 持 し て チ ュ ー ブ 部 材 ２ ０ の 脱 落 防
止 を 図 る と と も に 、 前 記 係 合 ピ ン ７ を 押 下 げ る リ ン グ 型 治 具 ３ ０ を 使 用 す る こ と に よ っ て
、 第 １ 及 び 第 ２ 結 合 部 材 に よ る 嵌 合 状 態 を 解 除 し （ 離 脱 し ） 、 挿 入 補 助 具 本 体 １ ０ か ら チ
ュ ー ブ 部 材 ２ ０ を 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 １ 実 施 例 （ 離 脱 状 態 ） を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 連 結 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 １ 実 施 例 （ 嵌 合 状 態 ） を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ３ 実 施 例 （ 離 脱 状 態 ） を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ３ 実 施 例 （ 嵌 合 状 態 ） を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ４ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 の 第 ５ 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 チ ュ ー ブ 部 材 を 取 り 外 す と き に 使 用 す る 治 具 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 内 視 鏡 用 挿 入 補 助 具 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ Ａ 、 １ Ｂ 　 　 チ ュ ー ブ
　 ２ 　 　 バ ル ー ン
　 ３ Ａ 、 ３ Ｂ 　 　 送 気 孔
　 ４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ ， ４ ５ 　 　 第 １ 結 合 部 材
　 ５ 　 　 係 合 孔
　 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ ， ６ ５ 　 　 第 ２ 結 合 部 材
　 ７ 　 　 係 合 ピ ン
　 ８ ， ８ １ ， ８ ２ 　 　 連 結 パ イ プ
　 ８ Ａ ， ８ Ｂ 　 貫 通 孔
　 ９ １ ， ９ ２ 　 　 パ ッ キ ン
　 １ ０ 　 挿 入 補 助 具 本 体
　 ２ ０ 　 チ ュ ー ブ 部 材
　 ３ ０ 　 リ ン グ 型 治 具
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摘要(译)

解决的问题：提供一种插入辅助工具，该插入辅助工具能够容易地更换
安装在内窥镜的插入部上的插入辅助工具的球囊。 解决方案：提供由外
部安装到内窥镜插入部分的柔性管制成的插入辅助工具主体，以及在其
外圆周上固定有气球的管件。 （1）一种插入辅助工具，其通过使连接
构件和凸出的第二连接构件接合和分离以及形成在第一连接构件上的接
合而将管构件可拆卸地附接到插入辅助工具主体的远端。 通过孔与形成
在第二联接构件中的接合销之间的接合来保持第一接合构件与第二接合
构件之间的接合，并且释放接合孔与接合销之间的接合。 这样，处于装
配状态的第一联接构件和第二联接构件彼此分离。 [选型图]图1
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